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平成１５年度の各会計ごとの収入額、支出額、差引額は下表のとおりです。

各目的別に市民一人当たりの還元額を示すと次のとおりです。

］人口：４０１，８７５人
２００４年４月１日現在［●市民一人当たりの市税負担額 １５万５，２５５円

●市民一人当たりの還元額  ２７万７，３６５円

市民一人当たりの市税負担額・還元額
　市民の皆さんが納めた税金は、ごみ処理・道路・下水道・公園等の都市基盤整備、児童・高齢者福祉施設や教育文化施設
の整備、防災まちづくり等と様々な事業に使われています。平成１５年度における市税収入額を人口で割ると市民一人当たり
の市税負担額が、一般会計歳出額を人口で割ると市民一人当たりの還元額が算出されます。

市債の状況
　市債とは、都市計画道路・公園・下水道・学校など大規模な
公共施設建設の財源として市が借り入れるお金で、その返済が
長期にわたるものをいいます。 
　こうした施設は長期にわたり利用することができますから、
建設時の市民だけではなく将来の市民にもその経費を負担して
もらうことが、公平でもあるわけです。市債には、このように
積極的な意義を持つ面がありますが、借金であることに変わり
はなく、その運用には十分注意しなければなりません。

将来負担利子見込額元　金　残　高会　　　　計

１０７億７，２８８万円　　７４１億４，１５４万円　　一 般 会 計

１７２億１，７５０万円　　５０７億１，８１６万円　　下水道事業会計

２８億９，１７４万円　　９９億４，７２７万円　　病 院 事 業 会 計

３０８億８，２１２万円　　１，３４８億　６９７万円　　合　 計

（万円未満四捨五入）

一般会計・特別会計の状況

企業会計【病院事業会計】
　平成１５年度の市民病院の利用状況は、入院患者数が対前年度
比２．４％増、外来患者数が対前年度比６．７％減で、料金収入では
２．４％前年を上回りました。 
　費用では前年度の２．６％減で、決算の結果は４億３，６４３万円
の純利益となり、当年度未処分利益剰余金は１１億６，６８１万円と
なりました。

市有財産の状況

利用状況と料金収益 （税抜き）

料 金 収 益患　者　数

５２億７，６７１万円１３０，３０８人入 院

３６億６，５６１万円３２０，１７９人外 来

収入・支出の状況 （税込み）

資本的収支収益的収支

５億８，７１０万円１１１億６，２８５万円収 入 額

１０億７，３４８万円１０７億２，０３４万円支 出 額

（万円未満四捨五入）

差　引　額支　出　額収　入　額会　　　　　計

２３億８，３４０万円１，１１４億６，５９５万円１，１３８億４，９３５万円一 般 会 計

７億　５１７万円２８７億８，２７８万円２９４億８，７９５万円国 民 健 康 保 険 事 業 会 計
　

特

別

会

計　

２億８，５６１万円１１８億１，４６４万円１２１億　 ２５万円下 水 道 事 業 会 計

２９２万円１７億５，６５９万円１７億５，９５１万円忠生土地区画整理事業会計

１，７６２万円２億６，０１１万円２億７，７７３万円駐 車 場 事 業 会 計

１万円２４０億７，８８５万円２４０億７，８８６万円老 人 保 健 医 療 事 業 会 計

２２３万円１２億９，８２１万円１３億　 ４４万円鶴川駅北土地区画整理事業会計

４，１１８万円１４８億２，２８７万円１４８億６，４０５万円介 護 保 険 事 業 会 計

０万円４７億１，０５９万円４７億１，０５９万円受 託 水 道 事 業 会 計

１０億５，４７４万円８７５億２，４６４万円８８５億７，９３８万円小　　　　　　計

３４億３，８１４万円１，９８９億９，０５９万円２，０２４億２，８７３万円合　　　　　　　　計

（万円未満四捨五入）

現在高区　分

４５０万４，２１３．０６㎡土 地

８０万９，８８０．６４㎡建 物

１，１２２．５１㎡物 権

１，４８１台備 品
（取得価格１００万円以上）

１８４億９，３３４万円積 立 金

７，６６０万円有 価 証 券

３４億９，６１８万円出 資 金

８，８３４万円貸 付 金

２４件無 体 財 産 権
（商標権・実用新案権）

議　会　費
１，５１５円

総　務　費
４１，３２６円

民　生　費
９０，０１９円

衛　生　費
２９，７６８円

労　働　費
１７９円

農　林　費
５４８円

商　工　費
１，２３０円

土　木　費
４１，３２０円

消　防　費
１２，０８１円

教　育　費
４０，６１８円

公　債　費
１８，７６１円

　市債とは、都市計画道路・公園・下水道・学校など大規模な
公共施設建設の財源として市が借り入れるお金で、その返済が
長期にわたるものをいいます。 
　こうした施設は長期にわたり利用することができますから、
建設時の市民だけではなく将来の市民にもその経費を負担して
もらうことが、公平でもあるわけです。市債には、このように
積極的な意義を持つ面がありますが、借金であることに変わり
はなく、その運用には十分注意しなければなりません。

市の鳥・カワセミ 市の花・サルビア 市の木・ケヤキ


